
EDI96004　1／38

環境庁殿

　　　　　　　　　　試　験　報　告　書

・ヴタノールのオオミジンコ（泌ph．拍姻むこ対する急性遊泳阻翻験

　　　　　　　　　　（試験番号：ED　I96004）

平成9年客月2『日作成

　住化テクノス株式会社



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EDI96004　2／38

　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　述　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住化テクノス株式会社

試験委託者：環境庁

表題：・一ブタノールのオオミジンコ（。apゐ刀∫∂伍、即、）畳こ対する謡泳阻害試験

試験番号：ED　I96004

上記試験は環境庁の「生態 ﾋ験実施に関する基準」に従って実施したものである・

平成ノ年4月寿日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営管理者



EDI960043！38

試験表題：

試験番号：

　　　　　　　　　　信頼性保証証明書

1・ブタノールのオオミジンコ（1垣ρ血～fa　ma8刀a）に対する

急性遊泳阻害試験

EDI96004

本最終報告書の試験は、当施設の信頼性保証部門に関する標準操作手順書に従って下記の

査察を受けている。

査察項目 査察日 報告日’

QAu 試験責任者 運営管理者

試験計画書 平成9年1月14日

ｽ成9年3月3日
ｽ成9年3月31日

平成9年1月15日

ｽ成9年3月3日

ｽ成9年3月31日

平成9年1月30日

ｽ成9年3月3日

ｽ成9年3月31日

試験査察 平成9年3月11日 平成9年3月12日 平成9年3月13日

最終報告書 平成9年4月15日

ｽ成9年4月25日

平成9年4月15日

ｽ成9年4月25日

平成9年4月25日

本試験は適正に実施されており、本最終報告書は試験した方法、手順が正確に記録され、

かつ、試験の生データを正確に反映していることを認めます。

　平成　7年　鋲月2∫日

住化テクノス株式会社

信頼性保証責任者
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試験実施概要

1．表題 11一ブタノールのオオミジンコ（伽ρ加∫∂朋即a）に対する急性遊泳阻害試

験

2．試験目的 1一ブタノールについて、オオミジンコ（加ρ加∫a麗卯a）に対する急性遊泳

阻害試験を行い、24および48時間後の50％遊泳阻害濃度（EiC50）友び最大無

作用濃度（NOECi）を求める。

3・適用ガイドライン：本試験は、OECD化学品テストガイ・ドラインNo．202rミジンコ類、急性遊泳

　　　　　　　　阻害試験および繁殖試験」　（1984年）に準拠した。

4．適用G　L　P：本試験は環境庁「生態影響試験実施に関する基準」に準拠した。

5．試験委託者

　　名称　　　：環境庁

　　住所　　　：〒100　東京都千代田区霞が関1丁目2番2号

　　　委託責任者： 　

6．試験受託者：

　　名称

　　所在地

7．試験施設：

　　名称

　　所在地

：住化テクノス株式会社

：〒665　兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

：住化テクノス株式会社

：〒665　兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号



EDI96004　5／38

8．試験関係者：

　　　試験責任者

　　　試験担当責任者

　　　試験担当者

　　　試験担当者

（平成り　年￥月葵「目）

（平成夕年女1月2ま日）

（平成9年チ月2ア目）

（平成9年卒月エ∫日）

9・試験期間：試験開始目　　　　平成　9年　3月　3目

　　　　　　試験終了日　　　　　平成　9年　4月25目

　　　　　　暴露期間．　　　　　平成　9年　3月11目～平成　9年　3，月13目

10　保管：

　　　　　試験計画書、生データ、記録文書および試験報告書は、試験報告書作成後10年間、

　　　　住化テクノス株式会社の試資料保管施設に保管する。その後の保管については試験委

　　　　託者と協議のうえ決定する。
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要　旨

試験委託者

環境庁

表　　題

　1一ブタノールのオオミジンコ（加p加ia鰓脚a）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号

　EDI96004

試験方法　’

　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202rミジンコ類、急性遊泳阻害試験およ

　び繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

1）被験物質：1一ブタノール

2）暴露方法：止水式

3）供試生物：オオミーWンコ（動ph加∂朋卯∂）

．4）暴露期間：48時間

5）連数　　：1試験区に付き4連

6）生物数　：20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）

7）試験濃度：対照区，1000mg／L

8）試験液量：約140mL（試験容器の満水量）

9）照明　　：室内光、16時間明／8時間暗

10）試験水温：20±1℃

結　　果

　1）24時間暴露後の結果

　　　24時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）＞1000mg／L

　2）48時間暴露後の結果

　　　48時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）＞1000mg／L

　　　最大無作用濃度．（NOECi）＝1000mg／L

　　　100％阻害最低濃度＞1000mg／L

（上記濃度は、全て設定値に基づく値）
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1　被験物質

L1名称、構造式および物理化学的性状

　　　名　称　：　1一ブタノール

　　　　　　　　　（CAS番号：71－36－3、略称：B　TA、識別番号：96耳一2）

　　　構造式　：

　　　　　　　　　　HO　　　　　　　C卜恒

分子式　：　C4H　l　o　O

分子量　：　74．12

1一オクタノール／水分配係数（l　o　g　P）：0．84＊

水への溶解度：77g／L＊

蒸気圧　：　7．02㎜Hg　at25℃＊

　＊　The　D　i　c　t　i　o巨ary　of　Substances　and　the　i　r　Effect　s． VoL1（1992）より引用

1．2　供試試料

　　購入先　二

　　入手量　：　500mL

　　入手日　　　平成8年12月20日

　　ロット番号：LEF5803

　　外観　　：　無色澄明液体

　　純度　　：　99．9％
　　　　　　　　　　　、

L3被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　被験物質は当社の試薬棚に保管した。

　　入手した被験物質についてI　Rスペクトルを測定し、被験物質の構造と矛盾が認められな

　吟ことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定し、暴露開始前に測定したスペ

　クトルと比較した結果、スペクトルに変化は無かったことより、被験物質は当社の試薬棚に

　保管中は安定であったと判断された。
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2　供試生物

　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（加p加f∂遡即∂）の幼体を用いた。本種は、国

　　立環魔研究所より入手したものを、当社において累代飼育しているものである。また、基準

　　物質（重クロム酸カリウム、試薬特級、LotNo．KCE6888、和光純薬工業㈱）による急性遊泳

　　阻害試験の48時間EiC50は0．78mg／しであった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　累代飼育中のものから幼体を抱えた肉眼的に健康かっ十分な大きさの雌成体を選別し、別

に用意した容器に移し、翌日、産出された幼体を別の容器に分けた。この幼体を供試ミジン

コの親とし、以下の条件で2～4週間飼育した。成熟し幼体の産出開始後は1週間に少なくと

も2回以上幼体を除去した。2～4週間後、暴露開始前日に育房内に幼体を持つ雌成体を選別

し、翌日（24時間以内）、産出された幼体を試験に用いた。供試ミジンコの親を飼育中、多

数の死亡個体および休眠卵や雄は生じなかった。

飼育水　：希釈水（3．2参照）

飼育密度：20～50頭／L飼育水（但し、成熟個体の場合は、25頭以下／しとした）

水温　　：20±．1℃

照明　　：室内光、16時間明／8時間暗

餌：幽10rθ刀8四18ヨrf5

　　　　市販のクロレラ濃縮液（商品名：生クロレラV12、クロレラ工業㈱）を遠心

　　　　操作により、希釈水に置換して懸濁液を調製し給餌した。

　　　　　1％懸濁液の有機炭素含量は1050mgC／しであり、この値を基に餌の添加量を決

　　　　　定した。実際の有機炭素含量の測定は、広栄テクノサービス㈱に委託した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一3］

給餌量 ：原則として、ミジンコ1頭当たり㎝10rθ118四1garf5を0．1～0．2mgC（有機炭

素含量）／日の割合で与えた。
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3　試験方法

3．1試験条件

　　暴露方法：止水式

　　暴露期間：48時間

　　連数　　　1試験区に付き4連

　　生物数　：20頭／1試験区（1連に付き5頭で1試験区20頭）

　　試験液量：約140mL（試験容器に満水量）／容器

　　試験水温：20±1℃

　　照明　　：室内光、16時間明／8時間暗

　　給餌　　：無給餌

丁

3．2　希釈水

　　脱塩素水（宝塚市水道水を活1生炭処理し、残留塩素等を除去したもので充分通気した）を

　使吊した。希釈水の主な水質として、総硬度が約63mg／L（CaCO、換算）、p白が8．1であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3、3試験容器および恒温槽等

　　試験容器　：100mL容蓋付ガラス製密閉容器

　　恒温槽　　：ミジンコ試験用恒温槽

　　水温計　　：電子温度計（PC－2200㈱佐藤計量器製作所製）

　　p　H計　　：F－8AT型（堀場製作所製）

　　溶存酸素計：58型（Y　S　I製）

3．4試験濃度の設定

　　100および1000mg／しで予備試験を実施したところ、暴露期間中、遊泳阻害は認められな

　かった。以上の結果を基に、本試験は1000mg／しのみの限度試験とした。
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3．5　試験液の調製

　　1000mg／しの試験液を1000mL調製するのに必要な被験物質量を比重0．809g／証（メーカー検

　・査成績書記載値）で容量換算して、マイクロシリンジとメスピペットを用いて量り取り、希

　釈水を添加、撹拌して試験液を調製した。

　　対照区は被験物質を加えない希釈水を用いた。

　　調製した試験液を1濃度につき4個の試験容器に満水となるよう分注した。

3．6　試験液の分析

　　暴露開始時および終了時に全試験区の試験液（但し、各1試験容器）について、あらかじ

　め塩化ナトリウムおよびジクロロメタンを入れた栓付ガラス製遠沈管に1試験区当たり8mL

　採取した。振盪抽出後、G　Cにより分析した。試験液の分析に際しては、試料のピーク高さ

　から絶対検量線法1；より定量した。詳細は付属資料一2に示した。なお、実際の物理化学的

　試験は㈱住化分析センターに委託した。

3．7試験操作

　　試験液の水温、D，0，、p　Hを測定後、試験容器に供試ミジン耳を放泳し、そめ時点を暴露

　開始とした。先端が比較的広口のガラスピペットを用いて供試ミジンコを放泳した。その際、

　試験液量に対して、ピペット内の飼育水は全量で1％以内を目安とした。

　　暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を穏やかに

　動かした後、15秒間泳げない場合、遊泳阻害と見なした。（但し、遊泳とは水中を泳げるこ

　とを意味し、水底を這って動くものは阻害に含む。また、正常な遊泳でない場合でも15秒間

　に1回でも水中を遊泳した場合は、阻害に含めなかった）。

　　水温、D．0．、p　Hは暴露開始時および終了時に、全試験区（但し、各1試験容器）の試験

　液について測定した。

4　結果の算出

　　　1000mg／しのみの限度試験としたため、統計的手法（Binomia1法、Moving　average法および

　　Probit法）による半数遊泳阻害濃度（Eic50）の算出はできなかった。

　　　ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（NOECi）とし、全てのミジ

　　ンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。
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5　結果および考察

5，1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因は無かった。

5．2試験水中の被験物質濃度

　　暴露開始時および暴露終了時に試験水中の被験物質濃度を測定した。暴露開始時の被験物

　質濃度は1000mg／L（設定値1000mg／L）であり、暴露終了時の被験物質濃度は1100mg／L（設

　牢値1000mg／L）であった。これらの実測濃度を幾何平均すると、1000mg／しとなり、設定値

　に対する割合は100％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．13），付属資料一2］

5．3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　1一ブタノールに48時間暴露したミジンコの遊泳阻害率は設定濃度1000mg／しで0％であ

　つた。対照区の遊泳阻害率は0％であった。1一ブタノールの設定濃度に基づく24時間お

　よび48時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）は1000mg／L以上であった。

　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（P・13），Table3（P．14），Figure1（P．16）］

5，4　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度

　　1一ブタノールに48時間暴露したミジンコの最大無作用濃度（NOECi）は1000mg／L（設定

　濃度）であり、100％阻害最低濃度は1000mg／L（設定濃度）以上であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（P．14），Figure1（P．16）］

5・5試験水の水温、’溶存酸素濃度およびp　H

　　48時間の暴露期間中の水温は20．1～20．6℃であった。暴露期間中のp　Hは7．5～7．9であ

　つた。暴露期間中の溶存酸素濃度は6．2～7．9mg／しであり、すべての試験容器で飽和溶存酸，

　素濃度の60％以上であった（20．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．8mg／L）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5～7（P．15）］

以　上
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Table1． MeasuredC・ncentrati・ns。f1－Butan。1duringa48－H・urExp・s皿e。f伽加∂加a脚

under　S　tat　i　c　Test　Cor1（ii　t　i　ons

　　　Nominal

Concentration

　　　　（mg／L）

Measured　Concentration　（mg／L）

O　Hour 48Hour Geometric

　　Mean

Percent

　　of

Nominal

Control

　1000

＜7

1000

＜7

1100 1000 100

Table2・1㎜・bility。f伽hηfθ麗脚Exp。sedt。1－Butan。1underStaticTestC。nditi。ns

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Cumulat　i　ve　Number　of　Immob　i　l　i　zed　〃ap血刀∫∂

　　　　　　　　　　（Percentl㎜obility）

24Hour 48Hour
Control

　1000

0（0）

0（0）

0（0）

0（0）
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Table3． CalculatedEiC50Valuesf。r物価加卿8Exp・sedt。1－Butau。1Based。nN。minal

Concentrations　under　Static　Test　Conditions

Exposure

Period

（Hour）

Eic50
（mg／L）

　　　95－Perceut

Confidence　Limits
　　　　　（mg／L）

Statistical　Method

24　　　　　〉1000　　　　　　＿　　　　　　　＿
48　　　　　　　　　　　　　＞1000　　　　　　　　　　　　　　　一

Table4． Observati。n・fN。ObservedEffectC。ncentrati。n

C・ncentrati・nin100％エ㎜。bilityValues

（NOECi）．andL。west

Exposure

Period

（Hour） r

　No　Observed　Effect

Concentrat　ion　（NOECi）

　　　　　　　（mg／L）

LowestConcentrationin

　　　　100％1㎜obility

　　　　　　　　（mg／L）

24 1000

48 1000

＞1000

＞1000
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0f　Z冶P血刀∫ヨ　伍a8刀∂　to　1－Butano1

　　Nominal

Concentratiou

　　　（mg／L）

pH

O　Hour 48Hour

Control

　1000

7．5

7．9

7．9

7．9

Table6． Diss。1vedOxygenC。nce血ati。nsduringa48－H・肛StaticExp。sure。f伽加一8

皿a8刀8　to　1－Butano1

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Di　ssolve（i　Oxygen　Concentrat　ion　（mg／L）

O　Hour 48Hour

Control

　1000

7．6

7．9

り
ム
9
a
6

Table7． TemperatしLre　Values

Butano1
d肛inga48－H・urStaticExp・sure・f物知加a8刀∂t・1一

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Temperature（℃）

O　Hour 48Hour

Control

　1000

20．6

20．6

20．1

20．3
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Figure1・C。ncentrati・u－Resp・nseC貯ve。f1－Butan。11㎜・bilityin刀a吻∂加a即∂
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全1頁）



Water　Quality　of　Dilution　Water

Parameter

　COD

　　Phosphorus

　　pH

　　E．coli

　　Total　mercury

－Copper

　　Cadmium

　　Zinc

　　Lead

　　Aluminum

　　Nickel

　　To　ta　l　chromium

　　Soluble　manganese

　　Tin

　　So　lub　l　e　i　ron

　　Cyanide

　　Free　chlorine

　　Brorni〔ie　ion

　　Fluoride

　　Sulfide　ion

　　Ammonium　ion

　　Arsenic

　　　Se　l　eni　um

　　　Evaporated　residue

　　　Electro　con（iuctivity

　　　Total　hardness

　　　M－alkalinity

　　　Sodium

　　　Potassium

　　　Calciu皿

　　　Magnesium

　　　－Total　chlorinated　pesticides

　　　Total　organophosphorus　pesti　c　ides

　　　PCB

EDI96004　18／38

Concentration

く1mg／し

く0．01　mg／L

8．1（15．0℃）

N．D．

〈0．0005　mg／し

くO．01　mg／L

〈0．001　皿9／L

〈0．01　mg／L

〈0．005　mg／し

く0．02　mg／L

〈0．02血97L

〈0．02卑9／し

くO．005　mg／L

〈O．03　mg／L

〈0。03　mg／L

N．D．（〈0．01mg／L）

　0．01　mg／L

　O．5mg／L

　O．29　mg／L

　〈0．1　mg／L

　く0．1　mg／L

　〈0．001　mg／L

　〈0．001　mg／L

230mg／L

38mS／m

　63．1　mg／L

59mg／L

54mg／L

　　3．6mg／L

　　6．6mg／L

　　3．9mg／L

　〈O．001　mg／L

　〈0．001　mg／L

〈0．0005mg／L

Date：　Nov．　8，1996
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　付属資料一2

試験液の分析方法

　　（全13頁）
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試験結果報告書

表題：　1．一ブタノールのオオミジンコ（恥ρ加ε切a8五a）に対する

　　　　急性遊泳阻害試験’（物理・化学系）

（試験番号：　E　D　I96004）

1997年・3戚茄日

運営管理者

大阪事業所　　所長

株式会社 住化分析センター

大阪事業所

ESOP／REC／011　RS－01
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陳　述　書

試験委託者

称
所
名
住

住化テクノス株式会社

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

試験の表題 1一ブタノールのオオミジンコ（伽加血肥顔a）に対する

急性遊泳阻害試験（物理・化学系）

試験番号 EDI96004

上記試験は、環境庁の「生態影響試験実施に関する基準」に従って実施したものであり、

提出した資料は原本と相違ありません。

／997年G月並日

（所属）

　株式会社 住化分析センター

大阪事業所　所長

（氏名）

　運営管理者

ESOP／REC／011　RS－11
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試験の表題：

試験番号：

監査・・査察報告書 （951025）

1嗜|吻オオミジンコ（伽伽皿姻a）に滑る急騰鋼繍（物理．化学系）

　　　　　　　EDIO6004

　　　本最終報告書の試験は・当鰍の信雛保細F弓に関する騨操作手囎に従って

　　下記の監査・査察を受けている。

QAU『 @　運営管理者および　　　監査．査察
監査’査察日　試験責任者への報告日　　　項目

1997年3月6日 1997年3月6日 試験計画書
1997年3月10日 1997年3月10日 試験操作
1997年3月11目． 1997年3月11日 試験操作
1997年3月20目 1997年3月20日 最’終報告書（草稿）

1997年3月25日 1997年3月25目 『最終報告書

｝

本試験は適正に実施されており、本最終報告書は試験で使用した方法1手順が正確

に記録され・かっ試験の生データを正確1こ反映していることを認めます．

ESOP／QAU／001

　　　　　　　　1997年

株式会社　住化分析センター

QA責任者

R　S－11

3月25目

大阪事業所．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験番号：E　D　I96004

表　　題　　1一ブタノールのオオミジソコ（刀ap屈8ma8五8）に対する

　　　　　急性遊泳阻害試験（物理・化学系）　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

試験委託者

称
所
名
住

住化テクノス株式会社

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

試験期間

自：　1997年＿主月一∠L日

至：　1997年」L月虹日

試験施設

称
所
名
住

試験責任者

試験担当責任者

試験担当者

最終報告書作成者

運営管理者

株式会社

〒．665

住化分析センター　大阪事業所

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

1997年3月2よ日

1997：年3月⊇夕日

1997年3月万日

1997年3月⊇よ日

1997年3月記「日

ESOP／REC／011　RS－03
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眉　　次

1．要約

2．緒言

3．試験物質、試薬および装置

4．試験の実施

（1）用いた試験方法

（2）試験装置

（3）試験液の分析

5．試験結果

（1）添加回収試験結果

（2）試験液測定結果

6．試験成績の信頼性に及ぼしたと思われる環境要因

7．S　O　Pまたは試験計画書からの逸脱

8．資料の保管

9．添付資料
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1．要約

　　　生態影響試験「1一ブタノールのオオミジンコに対する急性遊泳阻害試験（試験番号：

　　ED　I96004）」時の試験液（試料）中の被験物質濃度を測定した。なお、濃度測

　　定においては、平均回収率にて補正した値を測定値とした。

2．緒言

　　試料中の被験物質濃度を、ガスクロマトグラフにて測定した．

3．試験物質、試薬および装置

1一ブタノール標準品：

　　　　　　L　o　t．N　o．

　　　　　　純　　　　度

ジクロロメタン：

塩化ナトリウム：

振盪機：

ガスクロマトグラフ：

自動注入装置：

データ処理装置：

天秤：

より提供された純度既知の被験物質

L　E　F5803

99．9％
残留農薬試験用

幣紙　　　　一

SR－I　Iw

GC－14A

AOC－1400　　　　　　－

C－R4A

Aト250

『　　　　　　　関東化学脚製

　　　　　和光純薬工業㈱製

　　　　　大洋科学工業㈱製一

　　　　　　㈱島津製作所製

　　　　　　㈱島津製作所製

　　　　　　㈱島津製作所製

　　　　　　　メトラー社製

4．試験の実施

（1）用いた試験方法

　　　試料液を液々抽出後、ガスクロマトグラフにて定量した・

（2）試験装置

　ガスクロマトグラフ操作条件

　　機　　　　種：　島津G　C－14A

　　検　出　器：　F　I　D

　　カ　ラ　ム：　Ch　r　omo　s　o　r　b101（80／100皿e　s　h），内径

　　温　　　　度：　カラム槽　　140℃

　　　　　　　　　　狂入口　　　270℃

　　　　　　　　　　検出器　　　270℃

　　柵アーガス流量：　50mL／皿i　n（ヘリウム）

　　ガス圧力：水素0．6kg／cm2
　　　　　　　　　　空気　0、6k　g／c　m2

　　検出感度（レンジ）：　10

　　保持時間，：約20分

　　狂　入　量＝　4μL

3m皿，長さ　2m
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！3）試験液の分析

1）検量線の作成

　　　1一ブタノール標準品約3・mg備密1こ秤り取り3・mL容メスフラスコに入れ、ジ

　　夘ロメタンを加えて溶かし淀容とした．この液より一定量を採取し、ジク。。メ

　　タンで希釈し、約10，50，100，200m　g／しの標準溶液を調製した．

　　　4・（2）の条件に調整したガス夘マトグラフに注入し、それぞれの標準溶液のビ

　　・一ク高さと標準品の重量から検齢を作成し、最小自乗法によリ回帰醐を求めた．

　　　なお・検量線のバラツキの許容範囲醐関係数力抽．95以上であることとした．

2）試料の分析

a．

b

C．

・挙らかじめ・塩化ナトリウム・1・69及びジク・・メタン4mLを入れた遠沈管

を準備した．

睦試験委託者に受け渡し・試料8乱を採取した状態で試験委託者より受け

取った．・

b・を振盪抽出後・5分間静置した．下層を採取し、被験物質の濃度が1。～2。。

mg／しになるようにジク・・メタンで希釈後、4．（2）の測定条件にて絶

対検量線法で搬を求めた・感度確認のため測定終了後‘こ標準溶液を注入し感

度変化のないことを確認した．

3）検出限界

　装置の最小検出量

　注入量
40n　g

4μL
最終液量：　4mL

試料量　；　8m　L

40ng／4μL×4mL／8mL－5mg／L

5．試験結果

　（1）添加回収試験結果

　　　　検出限界の10倍濃度（5・mg／L）1とおける回収試験を行ったところ、以下

　　　の結果が得られた．なお、変動係数は10％以内であった．

設定濃度

香@g／L
回収率

@％
平均回収率

@　％

75．42
50．65 72．76 73．49

72．29
鈎1出勝測定値については・平均回収率にて補正した値を測定値とした．その補正に伴い

検出限界は、5m　g／しから7m　g／しに補正された。
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（2）試験液測定結果

測定値　mg1L設定濃度

高№PL 0時間 48時間
対照区 く7 〈7

1000 1041 1055

6．試験成績の信頼性に及ぼしたと思われる環境要因

　　試験成績の信頼性に及ぼしたと思われる環境要因は特に認められなかった．

7．S　O　Pまたは試験計画書からめ逸脱

　　　S　O　Pまたは試験計画書からの逸脱は特に認められなかった．

8．資料の保管

　　　試験計画書・生データ・資料・最終報告書1よ試験報鵠作成後10年間、当社施設

　　　の資料保管室に保管する．その後の保管については、試験委託者と協議のうえ決定す

　　　る．

9．添付資料

　　検量線

　　標準溶液のクロマトグラム

　　試料のクロマトグラム
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　　付属資料一3

餌料の有機炭素含量測定

　　　　（全5頁）
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藻類懸濁液中の全有機炭素量測定
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　　　　　　　　　　　　　信頼性保証報告書

試験の種類

　　　　　　藻類懸濁液中の全有機炭素量測定

試験No．6001

　本試験は、r新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める命令

第4条に規定する試験虎設に関する基準」　（昭和63年11月18日環企研第233号、衛生第38

号及び63基局第823号）に従って適正に行われており、報告書には、試験で便用した方法および

手順が正確に記載され、報告結果は、試験の生データを正確に反映していることを保証する。
，

己
モ
一
口

監査・査察の対象

　試験実施日

監査・査察実施日

平成8年．11月・21日

目告報

平成8年11月21日

）
報告書監査 平成8年11月27日 平成8年l　l月27日

平成　8年l　l月28日

信頼性保証業務担当者

　所属　広栄テクノサービス株式会社

　職　　副事業所長
氏名

大阪事業所
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⊃

表題：藻類懸濁液の全有機炭素量測定

試験期間

　　　自：平成》年！／月　ヴ日

　　　至＝平成5〉年・！月ク7日

測定実施日

　　平成　8年11月21日

試験機関の名称と所在地

　　　　広栄テクノサービス株式会社　大阪事業所

　　　　大阪市城東区放出西2丁目12－13

運営管理者氏名

試験責任者氏名

試験担当者氏名

報告書作成者名

最終報告書作成年月日 平成ぶ年！／月27日

EDI9600436／38

　　試験No．6001

平成3年／／月之7日

平成ヂ年／ノ’取7日

職8年〃月ユ7日

KOEITECHNOSERVICE
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EDI96004　37／38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験N　o．6001
1．測定試料
　C　h　l　o　r　e　l　l　a　v　u19a　r　i　s　1％懸濁液（生クロレラ　V12）　Lot．Y－96m9

2．試料の前処理
　　①測定試料5m1を100皿1のメスフラスコにホールヒ’へ。ットで取り、超純水串1でメスアップした。

　　②測定試料8m1を100m1のメスフラスコにホールピヘ’ットで取り、超純水幸1でメスアップした。

判当GL　P試験施設において管理している超純水

　　　M　I　L　L　I－Q（ミリポア製超純水製造装置）による自製

く標準液の調製〉

　T9標準液：フタル酸水素カリウムO、085gを正確にはかり採り、超純水で100m1にメスアップする。これを

　　　　　　更に4倍希釈したものを標準液とした。
　I　C標準液：炭酸水素ナトリウム0．14g、炭酸ナトリウム0．177gを正確にはかり採り、超純水で100m　lに

　　　　　　メスアップする。これを更に4倍希釈したものを標準液とした。

3．全有機炭素（TOC）分析測定結：果

試　　料
T　C

Z度
i皿9／1）

工C

Z度
i皿9／1）

TO　C

Z度
i皿9／1）

TC標準液 100．3 一 一
I　C標準液

一 100．5
一

①CHlorella　vulgaris1％懸濁液（20倍希釈） 52．6 0．0 52．6
②Chlorel　la　vulgaris1％懸濁液（12、5倍希釈） 83．8 0．0 83．8

Chlorellavulgaris1％懸濁液の全有機炭素濃度’①52．6x20＝1052（皿g／1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②83．8x12，5＝1048（皿g／1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：1050（皿g／1）

4．全有機炭素量測定条件

　　　装置＝TOC分析装置TOC－500（島津製作所製）
　　　range：×10
　　　注入量：30μ．1
　　　触　　媒：TC触媒’
　　　キャリアガス　．空気

　　　流　　　速：150m1／m　i　n

5．データの解析に使用する統計学的方法

　　　丁O　Cのデータ処理は、分析計に付属するデータ処理装置で行った。

　　　TOCの濃度（mg／1）は、小数以下1桁に丸めて表示した。
　　　数値を平均する場合は、算術平均とした。

　　　数値の丸め方は、J　I　S　Z　8401－1961による。

6．添付資料
　　　全有機炭素測定データ（生データ写し）

7．資料の保管
　　　当該試験に関する記録及び資料は広栄テクノサービス（株）が保有する試資料保管室に保管す
　　る。

一1一
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